
  

   令和元年（2019年）度 第9回資料小展示  

      

          猪と鼠 －江戸時代、闘う村人‐ 

◆来月、年は新しくなり、干支（えと）も亥（いのしし年）から子（ねずみ年）へ変わります。 

◆江戸時代、村人にとってイノシシとネズミは、作物におおきな被害をもらたす動物

でもありました。当館には、被害に困った村人が、藩に駆除対策を願い出た記録が

残されています。今月はその中から２つの事例を紹介します。 

◆ひとつは、嘉永4年（1851）、瀬戸内海の浮島（うかしま、現周防大島町）に大量のネズ

ミが発生した事例です。島を管轄する庄屋が、祈祷によるネズミ駆除を行うため藩

に費用援助を願い出ています。 

◆もうひとつは、天保15年（1844）、イノシシ被害に苦しむ岩国藩領玖珂郡長谷村

（現岩国市）の庄屋が、藩にその駆除を依頼した事例です。 

◆いずれの事例も藩は費用援助はしましたが、実際の対策は村人に任せています。

後者の例では、村中総出で山に登りイノシシ狩りを行いました。村人は、みずからの

力と知恵でイノシシ・ネズミ被害に向かいあわざるをえませんでした。 
 
 

柳井市金屋小田家文書「節用集」（和漢9・10・7）／中央：安部家文書「四季耕作図」を加工 
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【史料１】萩藩大島宰判森村庄屋歎願書 
宰判本控４「大島郡本控」より 

嘉永 4 年(1851)4 月、萩藩領大島宰判森村（現周防大島町）の庄屋が提出した歎願書

の写しです。森村沖の浮島（うかじま）で大量に発生したネズミを駆除するため、氏

神様で祈祷を行いたいので、その費用を援助してほしいと願い出ています。ネズミ

の大量発生は、24年前の文政 10年(1827)にも起きていたようです。 

 

【史料２・３】岩国藩長谷村庄屋歎願書 

美和町柳原家文書 46「万諸願有限御触控」より 

天保 15 年(1844)3 月、岩国藩領長谷村（現岩国市）の庄屋が藩に提出した歎願書の

写しです。村周辺でイノシシが大量発生し、苗代や作物に被害が出ているので、

藩から猟師を派遣してほしいと願い出ています。藩は銀４匁を給付し、自力での駆

除を命じています。 
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萩藩大島宰判森村庄屋歎願書（嘉永 4年） 

岩国藩長谷村庄屋歎願書（天保 15年） 
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